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１. はじめに 

テキストに表れる感情表現には「彼の元気な顔を見

た」のように“その事柄によって書き手は感情が引き起

こされた”と読み手が推測できる表現がある．このよう

な表現は人間の経験的なことに起因するため，コンピュ

ータで処理することは難しい．このため，「彼の元気な

顔を見た」のような表現の解析を行うためにはまず，表

現そのものをテキストから適切に抽出することが必要不

可欠である． 
本稿では「元気な顔を見る」のような表現を「感情生

起表現」，「元気」のような語を『感情誘発語』とし，

この『感情誘発語』を用いてテキストから感情生起表現

を抽出する手法を提案する． 
 
２. 感情生起表現の抽出について 
2.1 感情生起表現の定義 
本稿では「感情生起表現」を“その表現の示す事柄か

ら，書き手は感情を引き起こされたと読み手が推測でき

る表現”とする．例 2.1 の（1）は単に書き手が自分の感

情を表している表現であるため，感情生起表現にはなら

ない．一方，例 2.2 では｢元気｣や｢残酷｣という語から書

き手は感情を引き起こされたと読み手が推測できる表現

であるため，感情生起表現となる． 
 
例 2.1 感情生起表現にはならない表現例 
（1）～で，昨日は嬉しかったし，～ 
（2）さっき弟の顔を見た．  

例 2.2 感情生起表現になる表現例 
（1）～だったため，彼の元気な顔を見たら～ 
（2）どうやらあの人は残酷なことをされて～ 

 
2.2 感情誘発語の定義 
例 2.1 の（2）「弟の顔を見る」と例 2.2 の（2）「元気

な顔を見る」は表現としては類似しているが，例 2.1 の

（2）は感情生起表現ではない．これは「弟」という語の

語意には，感情の意味合いが含まれていないことから判

断できる．一方，「元気」や「残酷」の語意には感情の

意味合いが含まれているため，例 2.2 は感情生起表現と

判断できる．このことから，『感情誘発語』とはその語

意に感情の意味合いが含まれる語とする． 
 
2.3 感情語データベースの作成 
本稿では感情生起表現の候補表現の抽出や『感情誘発

語』の収集に「感情語」を用いる．この「感情語」は感

情表現辞典[1]と現代形容詞用法辞典[2]から収集する． 
感情表現辞典には「喜ぶ〈喜〉」「悲しい〈哀〉」な

どの約 2,000 個の感情表現が「喜・怒・哀・怖・恥・

好・厭・昂・安・驚」の 10 種に分けられ収録されている． 

現代形容詞用法辞典には 1,010 語の形容詞の語義毎に

「イメージ値」が付与されている．イメージ値とはこの

辞典で「その形容詞に対して日本人が抱く共通の評価」

とされており，+3～-3 の七段階に区分された値である． 
この二つの辞典から著者らの主観により選別した語を

「感情語」として収集する．但し，感情表現辞典から感

情語を収集する際にはその語が分類されていた感情を付

与させておく．つまり，感情表現辞典からは感情のラベ

ルが付与された語が品詞に限らず収集され，現代形容詞

用法辞典からは感情のラベルが付与さてない形容詞（こ

の辞典において）が収集される．また，著者らの選別に

より「感情語」とはならない語は感情表現辞典では「透

く〈喜〉」や「落下〈厭〉」，現代形容詞用法辞典では

「水っぽい」や「丸まっちい」などのような語である． 
このようにして収集した「感情語」を総じて「感情語

データベース」とする．また，異なり数で感情表現辞典

から 1,309 語，現代形容詞用法辞典から 613 語の計 1,922
語を感情語データベースに登録した． 
 
３. 感情生起表現の候補表現の抽出 
感情生起表現の候補となる表現（以下，候補表現）は

テキストの文中にある「感情語β」を基に抽出する．処

理としては，まず「感情語β」を含む一文を抽出する．

次に抽出した一文から候補表現の末尾となる文節と先頭

となる文節（以下，末尾文節，先頭文節）を決定する．

そして，先頭文節と末尾文節の間の連続した文節列（先

頭文節と末尾文節を含む）を候補表現として抽出する．

「感情語β」とは「感情語データベース」で感情のラベ

ルが付与された，品詞が「動詞，形容詞，形容動詞」の

語である．また，本稿で対象とする「感情」は「喜・

怒・哀・怖・厭・驚」の６種であるため，「感情語β」

の感情もこの６種のみとする． 
 
3.1 末尾文節の決定 

候補表現の末尾文節になる文節は主辞形態素が「動詞，

形容詞，サ変名詞」のいずれかであり，“主辞が感情語

βの文節”と次の条件（1）～（3）に示すいずれかの係

り受け関係にある文節とする．尚，“主辞が「動詞，形

容詞，サ変名詞」の文節”を「文節 pre」，“主辞が感情

語βの文節”を「文節 emo」と表現する． 
 
（1）文節 emoを係り先とする文節 pre 
（2）文節 emo の係り先が“主辞が「思う，感じる」な

どの文節”である時に，同じくこの文節を係り

先とする文節 pre 
（3）文節 emo （形容詞，形容動詞）が係り先の文節を

連体修飾している時，同じくこの文節を係り先

とする文節 pre  



 

図１に各条件の例を示す．図１では網掛け部分が末尾

文節になる．尚，構文解析には CaboCha[12]を用いた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１. 末尾文節の決定例 
 
図１の例 3.1 のように，文節 pre から文節 emo の間に

「～こと」など“自立語を含まない文節”がある場合は，

この文節の係り先の文節を調べる．また，条件に該当す

る文節 pre が複数個ある場合は，文末に一番近い文節 pre 
を末尾文節とする． 
末尾文節の条件を満たす文節がなければ，候補表現の

抽出は行わない．また，「感情語β+ない」など否定表現

である時なども候補表現の抽出は行わない． 
 
3.2 先頭文節の決定 

先頭文節は，3.1 節で決定した末尾文節から文頭の間に

ある接続詞や逆接表現など，“「節」の区切りを表すよ

うな表現を含む文節”の次の文節とする．以下に条件の

一部を示す．  
 
（1）主辞形態素が接続詞である文節 
（2）「私は」「彼は」などの人称表現を含む文節 
（3）「だが」「でも」など逆接表現を含む文節 
（4）読点を含む文節 
（5）主辞形態素が動詞であり、「助詞-接続助詞：～

て」を含まなく、連体修飾節でもない文節 
（6）末尾文節以降の文節を係り先とする文節 

 
ここで，条件を満たす文節がなければ文頭の文節を先頭

文節とする． 
 
3.3 候補表現の抽出 

3.1 節，3.2 節で決定した「末尾文節」と「先頭文節」

の間の連続した文節列（先頭文節，末尾文節を含む）を

感情生起表現の候補表現として抽出する．この時，末尾

文節の次が “自立語を含まない文節”であれば，この文

節も含めて候補表現として抽出する．例 3.4 では網掛け

部分を候補表現として抽出する． 
 
例 3.4 候補表現の抽出例 

 
 
 
４. 感情誘発語辞書の構築 
 本稿では３章で抽出した候補表現が感情生起表現であ

るかの判定に『感情誘発語』を用いる．感情誘発語は 2.2

節で“その語意に感情の意味合いが含まれる語”とした．

このことから，感情誘発語は語の意味が示されている国

語辞典を用いて収集する．国語辞典は三省堂現代国語辞

典[3]，新辞林[4]，岩波国語辞典[5]，広辞苑[6]を用いる．

一つの国語辞典を用いるよりも，複数の国語辞典を用い

た方がより多くの感情誘発語が収集できるためである． 
また，感情誘発語には「感情値」を付与する．感情値

とは収集した感情誘発語の語意に感情の意味合いが含く

まれる度合いを示した値（0<x(h)≦1）である． 
 尚，感情値を付与した感情誘発語を総じて『感情誘発

語辞書』とする． 
  
4.1 候補語の抽出と感情値の付与 
 感情誘発語の収集のために「感情語データベース」の

全ての語に「感情，心，気持ち」の３語を加えたものを

seed 語とする．この seed 語は国語辞典から感情誘発語を

収集する基になる語である．まず，seed 語から感情誘発

語の候補語（以下，候補語）を収集し，感情値（0<x(h)
≦1）を付与する．この処理は 4 つの国語辞典毎に独立し

て行う．また，この seed 語の感情値は１とする． 
 
4.1.1 候補語の収集 

候補語は seed 語を定義文中に含む見出し語とする．例

4.1 では【趣味】の定義文中に seed 語の「感興」が含ま

れているため，【趣味】を候補語として収集する． 
 
例 4.1 seed 語を定義文中に含む見出し語の例 
【趣味】感興をさそう状態．（広辞苑） 

 
但し，見出し語が JICST 科学技術用語シソーラス[8]か

ら抽出した“科学技術用語”である場合は感情誘発語に

なる可能性が低いため，候補語として収集しない． 
 
4.1.2 候補語への感情値の付与 

収集した候補語（見出し語）に定義文中の seed 語から

感情値を付与する．この感情値は定義文中の seed 語の見

出し語への“関連度”と seed 語の感情値から計算する． 
国語辞典では，見出し語の意味解釈に特に必要な語は

定義文の文末近くに集まり易くまた，定義文の文末の語

は見出し語の上位概念であることが多い．つまり，定義

文の文末に近い語ほど，見出し語への関連度は大きいと

言える．このような考えを基に，定義文中の seed 語の

“見出し語への関連度”と“感情値”から候補語 h の語

義 mi 毎の感情値 xmi を求める計算式を式(1)に示す．また、

感情値 xmiは最大で 1 とする。 
 

 
 

 
 

ここで，            は次式で求める． 
 
 
 
ここで，       は語義 mi の j 番目の定義文中の k 番目の

seed 語の感情値を表す．               は(i, j)の中の係り受け木
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例3.2 （2）の例
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例3.3 （3）の例
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から生成した seed 語 skを含む部分木の「根」rkから seed
語 skまでの距離である．rkの値は seed 語 skが変わると変

化する．部分木は図２のように，定義文の係り受け木の

根（心持ち）の子にあたる節（｢しようという｣｢積極的

な｣）の数だけ生成する（部分木 1，2）．生成する部分

木はこの節の先祖と子孫にあたる全ての節とする．部分

木中の数字はその部分木における節の出現順番である．

また，              に関しては図２において，s1, s2 がそれぞ

れ「何か」「積極的」であるとする．この時，s1, s2 から

生成される部分木はそれぞれ部分木 1 と部分木 2 になる．

この時，部分木 1 における                   = 4-1 =3 となり，部

分木 2 における                  =2-1=1 となる．この時，「～状

態。」「～事柄。」など“定義文特有の文末表現を含む

文節の節”がある場合はこの一つ前の節を rk とする。ま

た、“自立語を含まない文節”は出現順番に含めない．

また，αは定数（0<α<1）である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２. 部分木の生成例 
 
さらに，ある語義の見出し語への関連度をその語義の

定義順番によって求めることが出来る．国語辞典では見

出し語が多義である場合，最初に定義されている語義ほ

どその見出し語の一般的な語義である．つまり，最初に

定義されている語義ほど，見出し語への関連度は大きい

と言える．このような考えを基に，ある語義の候補語へ

の関連度          を求める計算式を式(2)に示す． 
 

 
 

 
ここで，Mhは候補語 h の語義数，miは候補語 h の i 番目

の語義である．式(2)では最初に定義されている語義から

関連度が線形的に減少する．また，語義の関連度         の
総和は 1 となる． 
 式(1)(2)から，候補語の感情値 x(h)を求める計算式は(3)
式となる．また，感情値 x(h)は最大で 1 となる． 
 

 
 
4.2 候補語の再帰的収集 

4.1 節で収集された候補語には『感情誘発語』になる語

が多く含まれる．このため，4.1 節で収集された候補語を

「新たな seed 語」として再び 4.1.1 節と 4.1.2 節の処理を

行うことで「新たな候補語」を収集することができる．

しかし，4.1 節で収集された候補語には『感情誘発語』に

はならない語も含まれている．このため全ての語を「新

たな seed 語」にすると，『感情誘発語』にはならない

「新たな候補語」が多く抽出される．これにより，4.1 節

で収集された候補語から「新たな seed 語」となる語を選

別する．そして，4.1.1 節と 4.1.2 節の処理を「新たな seed
語」で行い，「新たな候補語」を収集する．このような

処理を「新たな候補語」が収集されなくなるまで再帰的

に行うことで，より多くの感情誘発語の収集を行う． 
 
4.2.1 新たな seed 語の選別 
 以下の条件を満たす候補語を「新たな seed 語」とする． 
 

(1) 候補語の表記に漢字が含まれている場合 
感情値が閾値δ1 以上であり，“候補語の表記に

含まれる「漢字の感情値」の平均値χ(h)”が閾

値δ2以上の候補語 
 

(2) 候補語の表記に漢字が含まれていない場合 
    感情値が閾値δ3以上の候補語 
 
「漢字の感情値」とは，4.1 節と同様の手法により漢語

辞典[9][10]から求めた漢字一字の感情値のことである．

これを用いて“候補語の表記に含まれる「漢字の感情

値」の平均値χ(h)”を求める計算式を式（4）に示す． 
 

 
 

ここで，x(ci )は候補語の表記に含まれる漢字 ci の感情値，

Nh は候補語の表記に含まれる漢字の字数である．例とし

て「趣味」の漢字の感情値の平均値を求める．「趣味」

は漢字の字数 Nh=2 であり，「趣」と「味」の感情値をそ

れぞれ c1 = 0.49，c2 = 0.43 とすると，χ(h)=0.46 となる． 
 “候補語の表記に漢字が含まれていない場合”とは平

仮名や片仮名のみで表記される候補語であり，このよう

な候補語は上記のような判定ができないため，δ3 の閾値

をδ1より高い値に設定する． 
 
4.3 候補語から感情誘発語辞書への登録 
次の条件(1)(2)に該当する候補語を感情誘発語に決定し，

感情誘発語辞書に登録する． 
 
(1) 複数個の国語辞書から共通に収集された候補語 

この場合，この感情誘発語の感情値は収集された

辞書毎の感情値の平均値とする． 
 
 (2)  感情値が閾値δ3 以上”であり，“候補語の表記

に含まれる「漢字の感情値」の平均値”が閾値

δ2以上である候補語 
 
4.4 感情誘発語の語彙数の拡大 

4.3 節までは国語辞典のみを用いた感情誘発語の収集で

あったため，この手法だけでは抽出しきれない感情誘発

語も多数ある．そこで，日本語語彙大系[10]（以下，語彙

大系）から感情誘発語と同一の意味属性の語を収集する

ことによって，感情誘発語の語彙数を拡大させる． 
4.3 節までで収集した感情語誘発語の中から“感情値が

閾値δ1 以上である感情誘発語の表記”と“語彙大系の体

言の意味属性名の表記”が同一である場合に，その意味

属性の語（以下，類語）を全て感情誘発語辞書に登録す
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る．類語の感情値 x(h)は式(5)によって計算する． 
 

 
 
 

 
ここで，Nh は類語の意味属性数，L h は“類語が持つ意味

属性名の表記”と“感情値が閾値δ1 以上の感情誘発語の

表記”の同一数であり、xh, iはその感情値である。 
 
５. 候補表現からの感情生起表現の判定 
 ３章で抽出した候補表現が感情生起表現であるかどう

かを 4 章で構築した感情誘発語辞書を用いて判定する．

判定は，感情誘発語辞書の感情値を用いて行う．つまり，

感情値が閾値ε以上の感情誘発語を一語でも表現中に含

む候補表現を感情生起表現と判定する．この時，その感

情生起表現が表す感情は３章の末尾文節の決定に用いた

「感情語β」の感情とする．例 5.1 では，「趣味で意気

統合できたこと」という候補表現中に感情値 0.69 の感情

誘発語「趣味」が含まれている．この時，ε< 0.69 であ

れば，この候補表現は感情生起表現として判定される．

また，末尾文節の決定に用いた感情語β「嬉しい」の感

情〈喜〉をこの感情生起表現の示す感情とする． 
 
例 5.1 候補表現からの感情生起表現の判定例 
       趣味で 意気統合できた こと  
 

→ 感情生起表現：趣味で意気統合できたこと〈喜〉 
 
６．実験と結果 

感情誘発語辞書では，seed 語 1,925 語を基に４つの国語

辞典から再帰的に感情誘発語を収集した結果，感情誘発

語は異なり数で 11,348 語収集された．また，再帰の平均

回数は 7.5 回であった．語彙大系からは異なり数でさら

に 6,000 語収集された．よって感情誘発語辞書には異な

り数で 19,273 語が登録された． 
感情生起表現の抽出実験には国会会議録 [11]（約

870MB 約６百万文）を用いる．このテキストから「喜・

怒・哀・怖・厭・驚」の６種の感情毎に感情生起表現を

抽出し，そこから感情毎に無作為に 100 表現抜き出し，

その表現を著者らが次の４つに分類した．  
 
（ⅰ）示された感情の感情生起表現である 
（ⅱ）感情生起表現ではない  
（ⅲ）感情生起表現ではあるが，他の感情を表す  
（ⅳ）判定が困難 

 
また，各処理における閾値及び定数はα=0.85，δ1=0.4，

δ2=0.05，δ3=0.6，ε=0.25 とした． 
結果を Table 1. に示す． 
 

Table 1. 抽出した感情生起表現の分類 
 ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ 
喜 56 表現 27 表現 6 表現 11 表現 
怒 47 表現 37 表現 8 表現 8 表現 
哀 61 表現 21 表現 9 表現 9 表現 
怖 55 表現 25 表現 12 表現 8 表現 
厭 54 表現 27 表現 8 表現 11 表現 
驚 28 表現 27 表現 29 表現 16 表現 

例 6.1 に抽出された感情生起表現とその抽出に用いた感

情誘発語の国語辞典での収集過程の例を示す．括弧の値

は感情誘発語の感情値である． 
 
例 6.1  感情生起表現と感情誘発語の抽出過程の例 
〈喜〉実現へ向けて大きく前進をした（前進 0.49） 

〔望ましい→進歩→前進〕（岩波国語辞典）  
〈怒〉合意された協定も守らない（協定 0.37） 

〔厳しい→厳重→協定〕（岩波国語辞典）  
〈哀〉家も被害を受ける（被害 0.64） 

〔危ない→危険→危害→被害〕（新辞林）  
〈怖〉新たな社会病理が生み出されること（病理 0.35） 

〔病理→病気→苦痛〕（広辞苑）  
〈厭〉不正な取引が含まれていた（不正 0.43） 

〔悪い→不正〕（三省堂現代国語辞典）  
〈驚〉知らない人が結構いるんだなと（結構 0.26） 

〔素晴らしい→結構〕（新辞林） 
 
７．考察 
 抽出した表現には指示詞や語の省略によって感情生起

表現であるかの判定が正確に行えなかった表現が２割近

くあり，これには照応解析を取り入れて対応する必要が

ある．また，例 6.1 のように著者らが意図した通りの感

情誘発語で表現の判定ができた場合以外に，誤った語で

感情生起表現と判定されるケースも２割近くあったため，

感情誘発語辞書の整備を行う必要がある． 
 今回の実験で抽出された感情生起表現は総計で約 8,000
個であり，あまり多くはなかった．これは表現の抽出に

用いた「感情語β」の語彙数（317 語）が少ないことが

原因の一つに考えられる．しかし，今回構築した感情誘

発語辞書の感情誘発語を「感情語β」として，テキスト

から感情生起表現を抽出することで，今回，抽出した感

情生起表現よりもさらに多くの感情生起表現の抽出が行

えることが期待できる． 
 
８．おわりに 
本稿では感情誘発語を用いた感情生起表現の抽出手法

を提案し，感情生起表現の判定に感情誘発語を用いる有

効性が確認された．今後の展望は感情誘発語辞書の整備

や，ブログなどからの大規模な感情生起表現の抽出，さ

らには抽出した感情生起表現を用いて他のテキストの感

情表現を解析する手法の考案などである． 
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